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2021 年 12 月 13 日 
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開発が進む小型ロケットの回収に用いられているパラシュートには横風に流されるため落下点が分散

しやすい問題があり、これを解決するために展開翼であるロガロ翼( [1] [2] [3] [4])の適用を提案して

いる。実現に必要な極超音速飛行時の性能データを取得するため上記日程で実験を行った。 

実験では主にロガロ翼の揚力、抗力、表面温度分布、衝撃波形状を測定・観察した。今後は実験と並

行して CFD による流れの解析を行い最終的には小型ロケットの回収にロガロ翼が適用できるか検討す

る計画である。 

 
図 1 実験風景 中央左に模型があり気流は左から右へ流れる。 
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